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2026 年 6 月 30 日 

フィリップ モリス ジャパン合同会社 

一般社団法人 RCF 

「人吉球磨・農業未来プロジェクト」成果報告会を開催 

全 20 件の支援実績を若手農家らと熊本県知事に報告 

豪雨から 6 年 人吉・球磨から日本農業の先進事例に 

 

フィリップ モリス ジャパン合同会社（本社：東京都千代田区、社長：コスタス・サルヴ

ァラス、以下 PMJ）と一般社団法人 RCF（本部：東京都新宿区、以下 RCF）は、2023 年 6

月より熊本県人吉・球磨地域の農業の持続的な発展を目指して推進してきた「人吉球磨・農

業未来プロジェクト」の成果報告会を、2026 年 6 月 30 日（火）に熊本県庁にて開催いたし

ました。 

 

■事業概要 

本プロジェクトは、担い手不足や高齢化など地域農業が直面する課題に対して伴走支援を

行ってきたものです。2023 年の発足以降、農業に関する情報発信や、若手農家を中心とした

ネットワークづくり、モデル事業を通じて、人吉球磨地域の農業の持続的な発展に取組んで

まいりました。計画期間の完了に伴い開催された本報告会では、木村敬 熊本県知事に対し、

プロジェクトに参画した若手農家や両社の代表から、ドローン等のスマート農業技術の導入

やスポットワーカー活用、地域ネットワーク形成など、3 年間にわたる全 20 件の取組みの成

果と支援実績について報告しました。 

報告会では、地域農業の振興への貢献を称え、木村敬 熊本県知事より、PMJ 社長のコス

タス・サルヴァラスへ感謝状が授与されました 。 



■主な成果と取組み 

1.【生産性向上】テクノロジー導入による大幅な作業効率化とコスト削減 

・農業用ドローンの導入（錦町、多良木町）： 

露地野菜（ネギ）の栽培において地域初となる産業用ドローンを導入。従来は 2 人がかり

で計 30 分を要していた薬剤散布作業を、1 人でわずか 5 分に短縮（作業時間約 83%減）す

ることに成功しました。生産性向上に伴い、今後は耕作面積を 3.5ha から 7ha へと拡大する

予定です。 

・ジャンボタニシ対策（人吉市、あさぎり町、錦町）： 

 地域初となるジャンボタニシ捕獲器「スクミッチ」を計 10ha（306 台）に導入。農薬不使

用による環境負荷軽減に加え、最大 45%の経費削減効果（5 年平均）が認められました。 

・耕作放棄地・草刈り対策（錦町等）： 

 「女性グループ（スマート農女会）」「異業種」「地域のリーダー農家」「行政」と連携し

た 4 つの担い手モデルを実証。女性グループに導入した電動式草刈機は従来比で約 49%の軽

量化を達成し、新しい人材が農地管理に活躍できる道筋を示しました。 

 

2.【ブランディング】熊本県施策と連動した認知度向上とマッチング 

・熊本県の「食のみやこ熊本県」施策と連携し、「三つ星グルメフェス＆ファーマーズマー

ケット」に本プロジェクトから 10 名の農家が出店。約 600 名の消費者に人吉球磨産品の魅

力を直接発信しました。 

・熊本市内の料理人と地元農家のマッチングツアーを実施し、飲食店での人吉球磨産米の継

続取り扱いや、特産ネギを使用したメニュー開発など、具体的な販路開拓につながる成果を

生み出しました。 

 

3. 【人材確保・ネットワーク形成】若手農家の交流促進と親元就農支援 

・人吉球磨全域の意欲ある農家が集まる交流会「Hitoyoshi Kuma Farmers' Meetup」を計 7

回実施したほか、スポットワーカー活用の勉強会などを展開。延べ 500 人が参加する地域横

断のネットワーク形成につながりました。 

・親元就農予備軍（子世代 12 名、親世代 3 名）へのヒアリング調査をもとに、先輩農家や

行政との交流会を開催。不安解消や制度認知の接点をつくり、将来の担い手確保への基盤を

築きました。 

 

■ 成果報告会における関係者コメント 

 

【熊本県 知事 木村敬】 

「フィリップモリスジャパン合同会社様には、プロジェクトを通じて人吉・球磨に大きな力

を与えて下さいましたこと、さらに成果報告会を開催いただき感謝申し上げます。 

今回発表頂いたプロジェクトで取り組まれた３本の柱、生産性向上、ブランディング、人材

確保・ネットワーク形成は、いずれも県の掲げる「稼げる農業」とそれを継続していくのに

重要なテーマであり、県全体の農業にもつながる取組みであると考えます。皆様の熱意あふ



れる活動、取組みが積み重なって、県が目指す「食のみやこ熊本県」という、新たな飛躍に

つながるものだと感じました。 

県では、農業担い手確保・育成に向けては、様々の就農支援策を講じておりますが、今後は

本プロジェクトのように官民が連携し、継続して、大きな成果に向けて共に創りあげていく

必要があると考えます。このご縁を大事に、今後も人吉球磨地域の未来のため、御支援を賜

りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。」 

 

【フィリップ モリス ジャパン合同会社 社長 コスタス・サルヴァラス】 

「PMJ は、日本で事業を展開する企業として、当社事業の影響をさまざまな形で受けるあら

ゆる人々と環境に配慮しながら、煙の出ない製品を中心としたビジネスへの変革を推進する

とともに、全国各地での喫煙環境の整備や災害復興支援等を通じて、地域社会への貢献に取

組んでいます。 

こうした取組みの一環として、熊本地震および豪雨災害からの復興支援をご縁に開始した人

吉球磨地域での農業振興支援では、2023 年以降、地域の課題に対し、若手農家のネットワー

ク形成や情報発信、スマート農業技術の導入支援などを通じて、持続的な農業の発展を目指

して取組んでまいりました。このたび、3 年間の成果として、本プロジェクトを通じて得ら

れた経験や知見が、地域農業の持続的な発展に向けた一助となることを願うとともに、ご参

画いただいた農業者の皆さまをはじめ、ご協力いただいたすべての関係者の皆様に心より感

謝申し上げます。」 

 

■「人吉球磨・農業未来プロジェクト」実施概要 

活動期間：2023 年 6 月～2026 年 6 月 

支援内容：全 20 件のプロジェクト実施（生産性向上、ブランディング、人材確保・ネット

ワーク形成） 

支援主体：フィリップ モリス ジャパン合同会社 

運営団体： 一般社団法人 RCF 

プロジェクト HP：https://withtheriver.com/ 

人吉球磨・農業未来プロジェクト note：https://note.com/rcf_agri  

 

■実施主体 

【フィリップ モリス ジャパン合同会社】 

フィリップ モリス ジャパン（PMJ）は、PMI の日本における子会社です。1985 年に日本で

営業を開始して以来、責任ある企業として、地域社会の持続的な発展に寄与すべく、ここ日

本において様々な社会貢献活動を長きにわたり行ってまいりました。自然災害の被災地をは

じめ、多様な課題を抱える地域に対して、専門的知識や経験を持つ NPO 等と連携し、必要

とされている支援を提供しています。また、PMJ は様々な CSR 活動を通じて、より健全で

持続可能な社会の実現に貢献しています。 

 

https://withtheriver.com/
https://note.com/rcf_agri


▶これまでの被災地支援のあゆみ 

https://www.pmi.com/markets/japan/ja/sustainability/action-nippon 

▶会社 HP 

https://www.pmi.com/markets/japan/ja/company 

 

【一般社団法人 RCF】 

2011 年、東日本大震災を機に「RCF 復興支援チーム」として設立。復興や社会課題解決事業

の立案・関係者間の調整を担う「社会事業コーディネーター」として 30 以上の被災市町村、

10 社以上の企業とともに、40 以上の社会事業に従事。フィリップ モリス ジャパン合同会社

とともに、「いわて農業未来プロジェクト」「人吉球磨・農業未来プロジェクト」「あおも

り三八農業未来プロジェクト」として、岩手・熊本・青森において農業の未来を創る事業の

企画・推進を行っています。 

 

▶団体 HP 

https://rcf311.com/ 

https://www.pmi.com/markets/japan/ja/sustainability/action-nippon
https://www.pmi.com/markets/japan/ja/company
https://rcf311.com/

